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ナガラ原東貝塚とマツノト遺跡における根成孔隙
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ナガラ原東貝塚!)土層において施肥として地表に撒布された現代稲（焼き籾殻）が、非人為的に

1ｍ以上下方に移動し、埋蔵されている当遺跡Ⅳ層から出土した件に関し2)、士層中の根成孔隙が下

層移動の要因であるかどうかを検証するために、マツノト遺跡も合わせて調査を行った。

１．根成孔隙調査のための試掘坑と採土

(1)ナガラ原東貝塚

2003年11月23日、図１の平面図に示す位置に深さ海

約160ｃｍ、広さ約100ｃｍ四方の試掘坑を、重機によ砂浜
防風林(松）

り掘削した。掘削直後から、坑内に入り、層序画定

の線引きと各層位の山中硬度測定を行った。その結

果を図２に示す。さらに、各層位に形成されている

根成孔隙のＸ線撮影用に、不撹乱試料土の採取を

行った。ナイフ切出しによるブロック採土で、凡そ

ｌ２ｘ１２ｘ６ｃｍの大きさに採取した。これを気密容

器に密閉格納し、実験室へ持帰った。各ブロックは、

鍵 試掘坑
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採土直後に石灰粉を地表面側に塗布して、上下方向図’ナガラ原東貝塚における調杏位置

をマークした。採土した層位は、Ⅱ（39～57cm)、

Ⅲ上（57～75cm)、Ⅲ中（75～119ｃｍ)、Ⅳ（119～137ｃｍ)、Ⅵ（155～173cm）の各層から、ブロック

２個ずつ行った。Ⅲ上は図２のⅢ層内の破線より上、Ⅲ中はⅢ層全厚の中央付近からの採土である。

その他の層位は、各厚さの中央から採った。

(2)マツノト遺跡

土壌調査は2004年１０月29日～30日に実施した。調査は海側から山側に向かって左端の試掘トレンチ

部分で行った。図３に示すように、調査深さ2.1ｍの範囲には、珊瑚礁などの海砂に由来した固結度

の低い堆積層が厚く分布しており、ＩからⅦ層に区分されている。この内、Ｉ層目は地表部が剥離さ

れ厚さが0.12ｍであった。またⅢ層は欠落している。先住民の生活痕跡が確認される文化層はＩ層と

Ⅵ層である。そこで土壌の物理性と根成孔隙を確認するための採土は文化層を中心にⅡ層（20～

40ｃｍ)、Ⅵ層（60～87ｃｍ)、マージ層（96～110ｃｍ）の３層で行った。採土に際しては、表層部分か

ら下層部分までの各層が構造性のない非常にもろい砂であるため、少しの力が作用しても崩れてしま

い、採土と整形が極めて困難な土であった。
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２．土壌の物理`性

(1)ナガラ原東貝塚土壌

各層の基本的な物理性は、表１に示すように、含水比が12～32％で40～70ｃｍの中層部がやや低い

値であった。乾燥密度は1.28～1.419／cm3で１層の表層部分とⅥ、マージ層の下層部分が大きい値

であった。土'性は表層部のＩ層（深さ０～39ｃｍ）が現在畑で土壌化しているため粘土やシルトを含

む粗砂質壌士であった。深さ39～119ｃｍのⅡ～Ⅲ層は粘土とシルト組成が７～８％、細砂が３～５％
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図２ナガラ原東貝塚試掘坑断面写真および層序と

山中硬度測定値
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図３奄美大島マツノト遺跡土壌断面

表１ナガラ原東貝塚土壌の物理性

粒度組成（％） 採土時の三相分布（％）含水比 乾燥密度深さ
層位 比重

(c、） (ｇ／cm3）(％） 粘土｜シルト｜細砂｜粗砂｜土性＊｜固相｜液相｜気相

Ｉ Ｏ～3９ 17.53 1．４１２．７７ 10.4 8.3 11.469.9 CｏＳＬ５ｑｌ 24.8 25.0

Ⅱ 39～5７ 12.84 1．３３２．８０ 5.8 1.6 5.0８７．６ LCCＳ４６．５ 36.41７．１

Ⅲ（上層）５７～7５ 13.39 1．２８２．７９ 5.6 2.0 3.0’８９．４ LCCＳ４５．０ 17.2 37.8

Ⅲ（中層）７５～119 1４．０８ 1．２４２．８０ 6.2 1.9 2．７１８９．２ LCCＳ４３．３ 1７．５ 39.2

Ⅳ１１９～137 1７．９７ 1．３５２．８０ 7.5 7.3 1２．３１７２．９ LCCＳ４７．６ 24.3 28.1

Ⅵ137～155 32.45 1．３９２．７７ 9.2 9.6 7３．９１７．３ FSL４５．３ 45.3 9.3

マージ155～173 32.68 1．３９２．７７ 9.4 1０．２ 7８０１２．４ FSL48.0 45.5 6.5

表２マツノト遺跡土壌の物理性

採土時の三相分布

（％）
深さ 含水比 乾燥密度

比重(蝋）層位
(ｇ／cm3）(％）に、）

固相率|液相率||気相率

20～2５１９．０８１１．２９１２．８１１Ｓ’４５．０１１１．５１４３．６
|I’

35～4０１９．８９１１．２５１２．６７１Ｓ’４６．４１１２．３１４１．３

60～6５１７．８６１１．２８１２．６４１Ｓ’４８．６１１０．１１４１．３
Ｖ

82～8７１９．０６１１１．２３１１２．７０１Ｓ’４６．７１１１．２１４３．２

Ⅵ’９６～1０１１９．２８１１．２４１２．７５１１Ｓ’４４．１１１１．２１４４．７

*国際法（CoSL：粗砂質壌土、ＬＣｏＳ：壌質粗砂土、ＦＳＬ：細砂質壌土、Ｓ：砂土）
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